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公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の

取
り
組
み
の
後
に
は
必
ず
建

て
替
え
が
必
要
な
時
期
が
到

来
す
る
た
め
、
そ
れ
を
見
据

え
た
対
応
を
今
、
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
政
セ
ン
タ
ー
地
区
全
体

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た

い
。

　

【
行
政
経
営
担
当
部
長
】

　

行
政
セ
ン
タ
ー
地
区
に
あ

る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
き
、
今
後
、
予
想
さ

れ
る
人
口
減
少
や
人
口
構
成

の
変
化
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
多
様
化
な
ど
、
社
会
経

済
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
り

方
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え

て
、
機
能
統
合
や
機
能
集
約

等
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
在
宅
介
護
に
つ
い
て

　

本
市
の
空
き
地
に
つ
い
て

は
、
現
状
把
握
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
防
災
、

防
犯
、
環
境
衛
生
面
で
生
活

環
境
へ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
た
め
、
市
内
全
域

の
調
査
を
実
施
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
適
切
に
管
理
、

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
民
生
活
部
長
】
現
在
、

空
き
地
に
関
す
る
相
談
や
苦

情
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
化

し
、
管
理
を
し
て
い
る
が
、

市
内
全
域
の
具
体
的
な
空
き

地
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

　

防
災
、
防
犯
の
観
点
か
ら

も
空
き
地
に
関
す
る
対
策
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

庁
内
関
係
部
署
が
連
携
し
、

空
き
地
に
係
る
情
報
の
一
元

管
理
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
と

　

障
が
い
者
等
の
在
宅
支
援

　

の
拡
充
に
つ
い
て

　

現
在
、
害
虫
等
防
除
の
た

め
の
市
庁
舎
や
、
市
庁
舎
周

辺
の
植
栽
へ
の
薬
剤
散
布
の

実
施
日
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
向
け
て
周
知
が
さ
れ
て
い

な
い
。

　

化
学
物
質
過
敏
症
を
発
症

さ
れ
て
い
る
方
等
へ
の
予
防

と
い
う
観
点
か
ら
、
広
く
周

知
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
総
務
部
長
】
　

植
栽
に
つ

い
て
は
、
影
響
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
近
隣
の
住
民
や
店
舗
、

事
業
者
に
周
知
し
て
い
る
。

　

市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
職

員
だ
け
に
周
知
し
て
い
る
が
、

休
日
に
散
布
し
て
い
る
状
況

か
ら
直
接
的
な
影
響
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
の
指
針
等
や
近
隣
市
の

状
況
を
参
考
に
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
総
合
的
有
害
生
物
管
理
に

　

つ
い
て

　

平
成
25
年
に
災
害
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、
地
区
防

災
計
画
が
創
設
さ
れ
た
が
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
と
課

題
を
聞
き
た
い
。

　

【
危
機
管
理
担
当
部
長
】

　

１
０
３
の
自
主
防
災
会
で

地
区
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

資
機
材
の
整
備
、
防
災
訓
練

等
を
実
施
し
て
い
る
。
宅
地

開
発
が
進
ん
だ
こ
と
等
で
、

地
域
の
状
況
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
各
自
主
防
災
会

で
、
地
区
の
特
性
や
災
害
履

歴
を
再
整
理
し
、
地
区
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
、

地
区
住
民
の
相
互
支
援
を
前

提
と
し
た
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
計
画
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
区
防
災
計
画
の

充
実
に
向
け
、
自
主
防
災
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
等
の
機

会
を
通
じ
、
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
周
知
や
、
必
要
に

応
じ
て
、
職
員
が
出
向
き
指

導
・
助
言
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
国

　

際
化
に
向
け
た
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

　

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

公
用
車
に
警
察
車
両
と
同
様

の
白
黒
塗
装
を
施
し
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
犯
罪
抑
止
効
果
を
高

め
る
も
の
と
考
え
る
が
、
本

市
に
お
い
て
、
導
入
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
他
市
に
お
い
て
は
、

多
く
の
公
用
車
を
白
黒
塗
装

に
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、

今
後
、
増
や
し
て
い
く
考
え

な
ど
は
あ
る
の
か
。

　

【
市
民
生
活
部
長
】
警
察

車
両
の
よ
う
な
白
黒
塗
装
車

両
を
導
入
し
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

犯
罪
抑
止
力
の
、
よ
り
一
層

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
市
交
通
防
犯
対
策

係
で
所
有
す
る
青
色
回
転
灯

装
備
車
両
１
台
は
、
17
年
目

を
迎
え
て
お
り
、
車
両
の
更

新
時
期
に
お
い
て
、
白
黒
塗

装
車
両
の
導
入
に
つ
い
て
は

具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
こ

の
１
台
の
み
と
考
え
て
い
る

が
、
効
果
や
近
隣
市
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
調
査
、
研
究

し
て
い
く
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現

状
及
び
課
題
や
、
問
題
点
に

対
し
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
役
割
の
変
化
や
、
地

域
社
会
へ
の
参
画
に
対
す
る

現
状
と
課
題
お
よ
び
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
聞

き
た
い
。

　

【
市
民
生
活
部
長
】
少
子

高
齢
化
等
、
社
会
状
況
が
大

き
く
変
化
す
る
時
代
に
お
い

て
も
地
域
の
中
で
の
身
近
で
、

互
助
的
な
活
動
は
日
常
生
活

に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
活

動
を
通
し
生
ま
れ
た
地
域
の

き
ず
な
は
、
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
合
う
上
で
、
最
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

各
自
治
会
に
お
い
て
は
、

親
睦
事
業
や
、
防
犯
活
動
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
自
治
会
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
の
た
め
、

必
要
な
支
援
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
安
全
な
道
路
整
備
に
向
け

　

て

創
政
会

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
庁
舎
建
て
替
え
時
期
の
考
え
方

大
山　
　

学

公
明
党

空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
店
舗

の
活
用
に
つ
い
て

中
山

真
由
美

時
代
を
切
り
拓
く

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
に
向
け
て

神
奈
川
ネ
ッ
ト

土
山

由
美
子

農
薬
・
殺
虫
剤
の
低
減
を
進
め
、

散
布
実
施
時
期
の
徹
底
周
知
を

公
明
党

産
後
ケ
ア
な
ど
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
の
強
化
に
つ
い
て

田
中

志
摩
子

　

本
市
に
お
い
て
は
、
産
後

ケ
ア
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う

つ
病
質
問
票
を
活
用
し
て
い

る
が
、
結
果
の
状
況
と
リ
ス

ク
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
聞
き
た
い
。

　

【
子
ど
も
部
長
】
平
成
29

年
度
か
ら
、
助
産
師
に
よ
る

新
生
児
訪
問
の
際
に
エ
ジ
ン

バ
ラ
産
後
う
つ
病
質
問
票
を

用
い
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
。

　

導
入
し
た
年
度
か
ら
フ
ォ

ロ
ー
件
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
質
問
票
が
産
後

う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
把
握
に
有
効
に
機
能

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

産
後
う
つ
病
の
リ
ス
ク
が

あ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
再

訪
問
な
ど
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

を
継
続
し
な
が
ら
、
状
況
に

応
じ
て
健
康
相
談
な
ど
に
よ

る
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な

ぎ
を
行
う
な
ど
、
産
後
う
つ

病
等
の
未
然
防
止
に
努
め
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

　

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

に
向
け
て
の
本
市
の
取
り

　

組
み
に
つ
い
て

広
域
行
政
の
推
進
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
と
将
来
の
投
資

　

消
防
本
部
の
指
令
業
務
を

共
同
運
用
す
る
こ
と
で
、
業

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
維
持
管
理
費
等

が
低
減
し
、
低
予
算
で
よ
り

高
度
な
機
械
が
導
入
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

　

現
在
、
県
内
他
市
で
も
消

防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
秦
野
市

と
の
消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
消
防
長
】
消
防
指
令
業

務
の
共
同
運
用
に
向
け
て
は
、

平
成
29
年
に
策
定
さ
れ
た
指

令
業
務
の
共
同
運
用
や
消
防

車
両
の
共
同
整
備
な
ど
の
推

進
を
市
町
村
に
対
し
要
請
し

た
、
国
の
基
本
指
針
を
受
け
、

消
防
指
令
の
共
同
運
用
の
検

討
を
進
め
て
い
た
。

　

30
年
11
月
に
両
首
長
か
ら
、

消
防
に
お
い
て
の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進

め
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
、

31
年
２
月
に
秦
野
市
・
伊
勢

原
市
消
防
指
令
業
務
共
同
運

用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

公
明
党

実
効
性
が
あ
る
、
地
区
防
災
計
画

を
早
急
に
整
備
・
策
定
を

今
野　

康
敏

創
政
会

米
谷　

政
久

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

公
用
車
に
よ
る
防
犯
対
策

創
政
会

子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

夛
田　
　

嚴

　

競
技
大
会
開
催
に
向
け
、

市
内
小
中
学
生
た
ち
の
機
運

を
高
め
、
ま
た
、
開
催
後
は
、

未
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

夢
や
社
会
へ
の
気
づ
き
が
得

ら
れ
た
ら
よ
い
か
市
長
の
見

解
を
、
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
本
市
が
聖
火
リ

レ
ー
の
コ
ー
ス
と
な
っ
た
こ

と
や
、
本
市
ゆ
か
り
の
選
手

等
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
、
将

来
、
選
手
を
め
ざ
す
子
が
ふ

え
て
く
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
平

和
や
、
国
際
貢
献
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
視
野
を
広

げ
、
関
心
を
持
つ
子
ど
も
達

が
多
く
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
魅
力
が
世

界
に
向
け
、
発
信
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本

文
化
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ

く
こ
と
や
、
将
来
を
考
え
る

契
機
と
な
り
、
大
き
な
夢
と

希
望
を
与
え
、
平
和
な
世
界

と
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、

期
待
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
市
納
付
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　

レ
ス
化
推
進
に
つ
い
て

創
政
会

大
垣　

真
一

光
風
会

越
水　

崇
史


